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1 ．『ドン・キホーテ』におけるサンチョ
『機知に富んだ郷士ドン・キホーテ・デ・ラ・マンチャ
（El ingenioso hidalgo Don Quixote de la Mancha）』
はスペインの小説家ミゲル・デ・セルバンテス（Miguel 
de Cervantes Saavedra: 1547-1616）によって書かれ
た長編小説であり，前篇（正篇）は1605年，後篇（続
篇）は1615年に発表されている．
『ドン・キホーテ』の核心とも言うべき主人公の「狂
気」に関しては現在まで洋の東西を問わず膨大な研究
や論考がある（Fuentes（1976），Canavaggio（1987）
など．更に本田（2005: 395-408）や樋口他（2005: 397-
420）の詳細な文献リストを参照）．だが，それらはド
ン・キホーテの狂気に焦点を当てたものがほとんどで，
その従者サンチョ・パンサの狂気にまで考察したもの
は少ない．例えばMadariaga（1935）やUnamuno（1938）
はサンチョを理想主義が流れ込んだ複雑な人物と分析
しているが，前篇のサンチョを狂気的とは捉えていな
い．Castro（1957）は伝統的なロマン主義に対抗して
「サンチョ＝現実主義者」を否定し，自己同一性が疑
わしい人物と見ているが，それでもサンチョは狂気に
犯されてはいないと主張する.
上に挙げた他の多くの先行研究は（特に後篇では）
サンチョを単純な愚か者ではなく，聡明で機知に富む
魅力的な人物と分析しているが，それでも「サンチョ
の狂気」を積極的に認めていない（Nabokov（1983）
はそれに加えてサンチョを「ドン・キホーテ以上に面
白くない人物」とこき下ろしている）.
ドン・キホーテの従者サンチョは，特に前篇では現
実主義で利己的であると言われる．読者は 2 人の対話
を通して荒唐無稽な理想主義（ドン・キホーテ）と徹
底的な現実主義（サンチョ）が衝突するのを目の当た
りにし，その滑稽さを楽しむことができる．
18世紀まではこの「滑稽さ」を楽しみ，サンチョを
単なる愚鈍な現実主義者と読む見方が大勢であった
が，19世紀からドストエフスキーらに代表される「『ド
ン・キホーテ』＝悲劇」というロマン主義的解釈が人
口に膾炙した．だが，それでもサンチョの「現実主義
者」という烙印はなかなか消えず，結果として先行研
究の多くは実証主義的主張から抜け出せていない．
後篇に入ると「ドン・キホーテ＝理想主義」「サン
チョ・パンサ＝現実主義」という図式が逆転し，現実
に直面して苦悩する現実主義的ドン・キホーテと，主
に騎士道的な理想を追い求める理想主義的サンチョと
いう新たな関係が構築される1．その理想を追求する
ためには現実の解釈を捻じ曲げる，狂気的な行いも辞
さない（後篇におけるサンチョの狂気に関しては
【論　文】
『ドン・キホーテ』の従者サンチョ・パンサの狂気について
―狂気はドン・キホーテだけに留まるか―
田 林 洋 一 1）＊
1 ）東北大学高度教養教育・学生支援機構
＊）連絡先：〒980－8576　仙台市青葉区川内41　東北大学高度教養教育・学生支援機構　tabayashiyouichi@tohoku.ac.jp
本稿では，『ドン・キホーテ』の主人公であるドン・キホーテのみならず，その従者サンチョ・パンサも狂気に犯
されていることをみる．従来の説では，前篇のサンチョは現実主義かつ正気を保ち，後篇のサンチョは理想主義か
つ狂気に犯されていると言われている．しかし，前篇のサンチョも後篇に負けず劣らず十分狂気に犯されており，
全篇を通じてサンチョは狂気的な言動を行なう．前篇でのサンチョは主に「金銭的な役得」に絡んで，そして後篇
でのサンチョは主に「主人であるドン・キホーテに対する愛情」に絡んで狂気が発動する．先行研究が示唆するよ
うに，ドン・キホーテのような騎士道物語の理想に体現された狂気は後篇において顕著に見られるが，前篇では，
現実主義的であるがゆえに狂気に駆られたサンチョを垣間見ることができる．畢竟，前篇では，従来の性格ゆえに
守銭奴的な狂気を見せるのに対し，後篇では，主人ドン・キホーテの愛情によって「主人の模倣的な思考や行為」を
身につけたサンチョが狂気に走ることになる．
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だが，本当に前篇のサンチョは「現実主義」で正気
を保っており，後篇になると理想を追求すべく「狂気
に犯される」のであろうか．
2 ．物欲に突き動かされる前篇でのサンチョ
2.1　サンチョの狂気の発端 -「島」を巡って
サンチョが初登場する前篇第 7 章では，彼は「近所
に住む農夫で，善良で，ちょっとばかり脳味噌が足り
ない田舎者」と描写されている．そんなサンチョが狂
人であるドン・キホーテを信じて従者として旅立つ決
意をしたのは，ドン・キホーテから，遍歴の旅に出れ
ば「島（ínsula）」が容易に手に入るだろうから，そ
の島の領主に取り立ててやる，と口説かれたからであ
る．そして，サンチョは妻と子供を見捨てて，ドン・
キホーテの従者になることを決心する．
だが冷静に考えると，この時点でのサンチョの行動
は明らかにおかしい．いかに脳味噌が足りない男で
あったとしても，果たして，善良な農夫が妻と子供を
放り出して「気の狂った」男（ドン・キホーテ）の全
く根拠のない約束を鵜呑みにして従者になるだろうか．
更におかしいのは，サンチョは「島」なるものが何
なのか，全く分かっていなかったことである．『ドン・
キホーテ』に注釈を加えているリケール（Martín de 
Riquer: 1914-2013）は「ínsulaはラテン語からの借用
で「島（isla）」を意味するが，騎士道物語の中では頻
繁にínsulaという語が用いられていた．だが，サンチョ
は決してこの語を知らなかったであろう．もしドン・
キホーテがislaという語を使っていたら，後篇で陸地
に囲まれたアラゴンの小村を「島」と騙されることは
なかったであろう」（Cervantes（1997: 86（註13）））
と述べている．
清水（2005: 102）は，ラ・マンチャ地方という内陸
生まれのサンチョが海を見たこともないから島が何か
が分かるはずもないのに，更に古語のínsulaを使われ
て「島という謎のダブル・パンチをくらったようなも
のだ」と評する2．つまり，サンチョは「島（isla）」
そのものの概念すら分からないというパンチに加え
て，彼にとって未知の単語である「島（ínsula）」と
いう 2 発目のパンチを食らった，というのである．
ところが，サンチョが「島（ínsula）」の概念を漠
然と分かっていると思われる台詞がある．前篇第 7 章
の旅立ち直後に主人に向かって言う言葉だ．
＜「おいらは、どれほどでかい島3でもちゃんと治
めてみせるだからね。」（p.138）＞4
上の言によって，サンチョは「島」が政治的に治め
るべき場所だということを感覚的に理解していること
が汲み取れる．だが，それであったとしても，気の狂っ
た初老の男（ドン・キホーテ）が，それまでサンチョ
が聞いたこともない何か（「島（ínsula）」）をくれる
というだけの理由で，家族を捨てて放浪の旅に出ると
は尋常ではない．恐らく一攫千金を夢見たのだろうが，
それならばもっとまともな儲け話があったはずだ5．
当時の郷士は最下級貴族とはいえ，それなりに尊敬の
念を集めていたかもしれないが，だからと言って盲目
的に崇拝する対象でもないだろう．サンチョは，旅立
ちの時点で既に私利私欲的な理想主義者，即ち狂気的
な人物なのである．前篇でのドン・キホーテは騎士道
物語に対して「狂人」であるが，サンチョは私利私欲
に対して「狂人」である．
2.2　狂気の引き金 -物欲・金銭欲・権力欲
前篇第 8 章でもサンチョは狂気的な振る舞いを見せ
る．ドン・キホーテが例によって彼独特の勘違いでサ
ン・ベニート会の修道士を打ち倒した後，サンチョが
倒れた修道士の身ぐるみを剥ぐ．詰問されたサンチョ
は以下のようにうそぶく．
＜いったい全体、いかなる理由があって僧衣をはが
し、坊様を裸にするのかと尋ねると、これは自分の主
人のドン・キホーテが合戦で勝ちとった戦利品だから、
従士の自分が当然の権利として貰い受けるのだ、と答
えた。（p.154）＞
当然のことながらこの後サンチョは取り巻きに殴り
倒されて息も絶え絶えになるのだが，主従が修道士達
と出会ったのは前篇第 8 章の有名な風車の事件（ドン・
キホーテが風車を巨人と錯覚して突撃する事件）の後
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である．サンチョは風車の冒険でドン・キホーテの異
常さを十分理解しているはずなのに，そのすぐ後で主
人の「狂気」を悪賢く利用して，強盗を働く自分を正
当化する．この「主人の戦利品は従者である自分のも
の」という詭弁は，マンブリーノの兜を略奪された床
屋と再会する場面でも見られる（前篇第44章（p.227））．
サンチョの同様の理屈は，前篇第17章（p.306）で
宿代を踏み倒そうとするドン・キホーテにサンチョが
便乗する場面でも炸裂する．金銭欲・権力欲に取りつ
かれたサンチョは最早正常ではない．その様は司祭と
床屋をして,
＜驚きを新たにした二人は、この哀れな農夫の分別
まで巻きぞえにしてしまったドン・キホーテの狂気が
いかに激しいものであるかを、あらためて思い知らさ
れたのである。（p.139）＞
と考えさせるまでに至る．サンチョは，司祭と床屋
から見れば「ドン・キホーテ並に狂っている」のであ
る．
金銭的な役得と関連しうる形でサンチョがドン・キ
ホーテを崇拝する場面は，ドロテーアがミコミコーナ
姫に扮してドン・キホーテ主従をからかう前篇第29章
（p.224）にも見られる．元々「治療者」としてドン・
キホーテの狂気に立ち向かう司祭，床屋，ドロテーア
などの一行は，サンチョの狂気にも直面することにな
る．ここでサンチョは，ドン・キホーテが首尾よく巨
人を倒し，ミコミコン王国の皇女に扮したドロテーア
と結婚すれば，ドン・キホーテは大司教にもならずに
帝国を手に入れ，結果としてその従者サンチョもその
恩恵にあずかれる，と言いくるめられる．
＜サンチョがこれを聞いてすっかり満足したものだ
から、司祭は今さらながら従士の単純さにあきれ、主
人と同じような途方もない妄想がこの男の頭をもおか
しているのを目のあたりにして驚きを新たにした。と
いうのも、主人が皇帝になれるものと、従士はなんら
疑いを抱くことなく信じこんでいたからである。
（p.226）＞
上のサンチョの言動は，業突張りでがりがり亡者の
思考回路では正常と見なされうるだろうが，司祭（や
読者）に代表される一般的な考えでは，明らかに狂的
である．そしてドロテーアの作り話を真に受けるのは，
騎士道物語によって狂ったドン・キホーテと，金銭欲
によって狂ったサンチョだけである．その証拠に，前
篇第30章でドロテーアの作り話の後に主従の以下のよ
うなやり取りが行なわれる6．
＜「どう思うかな、友のサンチョよ？」と、そのと
きドン・キホーテが言った。「姫の話を聞いたかな？
　わしが言ったとおりであろう？　もうすでに統治す
べき王国も結婚すべき女王も手に入ったのだから。」
「それは、おいらが請け合いまさあ！」と、サンチョ
が答えた。「パンダイラードさんの喉笛を切り裂きな
がら、すぐに結婚しねえような奴なんざ、男の風上に
も置けないね！」（p.254）＞
　
前篇第35章での旅籠で繰り広げられるドタバタ劇で
も，ドン・キホーテはぶどう酒の皮袋を巨人と勘違い
して切りつけている際に，サンチョはそれに同調する．
＜「この宿で起こることが何もかも魔法だってこと
が、おいらにもやっと分かったよ。（中略）それが今
度は、ここらへんで首が消えちまっただ。斬り落され
るところも、体からまるで泉みたいに血が噴き出すの
も、おいらはこの両の目でちゃんと見たというのに。」
（p.12）＞
サンチョは主人が相対していた物体がぶどう酒の皮
袋ではなくて巨人だと思い込んでいる．そしてその成
果（巨人の首＝ぶどう酒の切片）を探し当てないこと
には，伯爵領も消えてなくなる，などと残念がる．
＜これで（著者注:  ミコミコーナ姫に扮するドロ
テーアが伯爵領をサンチョに与えることを約束したこ
と）気を取り直したサンチョは王女7に、自分が巨人
の首を見たことは間違いのないことだと思ってもらい
たい、その証拠に言い添えれば、首には巨人の腰まで
届きそうな長い髭が生えていた、なのにそれが見当た
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らないのは、この宿屋に起こることがすべて魔法にか
けられているからであり、そのことは自分がこの前泊
まった折に経験ずみであると主張した。（p.16）＞
ここでも，伯爵領に対する欲望によって，サンチョ
の現実を解釈する思考が歪められ，ドン・キホーテの
狂気に近づいていることが見て取れる．更にはおまけ
のように，ドン・キホーテすらも気づかなかった「巨
人に髭が生えていること」まで訴えるのである．前篇
第50章での聖堂参事会員とのやり取り（p.319-30）でも，
サンチョは伯爵領への執着心を捨てていないことで，
聖堂参事会員から呆れられている．
サンチョの物欲に由来する狂気は，前篇最後の章で
ある第52章でも変わることはない．捕吏の一撃によっ
て倒されてしまったドン・キホーテに駆け寄ったサン
チョは，こう声をかける．
＜「ああ旦那様、騎士道の華だったお前様が、棒打
ちをたった一発くらっただけで、これまでのあんなに
見事な生涯を終えちまうなんて！」（p.359）＞
＜「なにしろお前様は、たった八ヶ月8奉仕しただ
けのおいらに、海の中の海に囲まれた一番いい島9を
くれようとしなさったんだから！」（p.359）＞
第 2 回目の旅の間も，ドン・キホーテはサンチョが
言うような「騎士道の華」らしき行動は一切とってい
ない．行なったのは正常な人たちから見れば単なる破
壊行為と，どんちゃん騒ぎと，そして大々的で理路整
然とした演説の数々だけである．これだけではとても
騎士道とは呼べないのに，物欲に駆られたサンチョは
「現実主義」をかなぐり捨てて「島」という報酬に執
着する．
2.3　サンチョの物欲を超越した問答無用の狂気
ここまで紹介したサンチョの振る舞いは，欲の皮が
突っ張ったがゆえの彼の欺瞞が原因であるかもしれな
い．サンチョは特に前篇では，見事なまでに守銭奴で
ある．即ち，サンチョは実際には狂ってはいないが，
金目のもの（島の統治権や修道士の荷物，食糧など）
になると目の色が変わるだけ，という単なる卑しい俗
人に過ぎないかもしれない．
だが，この儚い「サンチョ・パンサ＝俗人説」も前
篇第13章で打ち砕かれることになる．羊飼いや山羊使
いが見守る中，ドン・キホーテが 2 人の旅人を相手に
思い姫ドゥルシネーアの美しさを説いている時のサン
チョの反応である．
＜同行の者たちはみんな二人の会話に聞き耳をたて
ていた。そして、ほかならぬ山羊使いや羊使いでさえ、
われらのドン・キホーテがはなはだしく常軌を逸して
いることをはっきりと認めていた。ひとりサンチョ・
パンサだけが、主人の人となりも知っていれば、生ま
れて以来の知り合いでもあったので、すべてを真に受
けていた。（p.228）＞
この後に続けて，サンチョは「（ドン・キホーテの
言う）ドゥルシネーアの件だけは信じがたい」という
思いを抱くのだが，周りの人々が「常軌を逸している」
と判断する狂人ドン・キホーテの話を，真に受けるの
はサンチョだけである．この話によってサンチョが金
銭的な恩恵を被ることはないのにもかかわらず，彼は
狂人の話をまともに信じている．
同様に前篇第16章でドン・キホーテ主従は旅籠に泊
まるのだが，旅籠付きの女中マリトルネスに対してサ
ンチョが自分の主人を以下のように紹介する．
＜「冒険を求めて歩きまわる遍歴の騎士様でね、大
昔から今日までにこの世に現れた、いちばん強くて、
いちばん立派な騎士方のおひとりだよ。」（p.279）＞
ドン・キホーテはこの時点でも「強くて立派な」行
いなど 1 つも行なっていない．にもかかわらず，サン
チョは自分の主人のことを英雄だと信じているのであ
る．旅籠の女中如きに嘘をついたところで，サンチョ
は何の得にもならないだろう．更に言えば，ここでも
金銭的な利得は全くない．
前篇第19章でも，死体を埋葬するべく旅を続ける得
業士や僧侶を蹴散らしたドン・キホーテを見て，サン
チョはドン・キホーテを賞賛する（（p.344）及び
（p.348-9））．ここでドン・キホーテが行なっているの
─  135  ─
東北大学 高度教養教育・学生支援機構 紀要第 3 号　2017
は明らかに抵抗できない相手（得業士と僧侶）に対す
る弱いものいじめであって，無抵抗な妊婦を脅して威
張り散らすやくざな人物と変わるところはない．それ
でも，サンチョの目にはドン・キホーテが「偉大な騎
士」に映り，あまつさえ≪憂い顔の騎士≫という通り
名さえ与えている．
吉田（2016: 59）は「サンチョが初めて，主人のドン・
キホーテを讃えたい気持ちになっているのは，主人が
勝利したおかげで食糧を獲得できたからでしょう」と
述べている．確かにこの指摘は間違いではないが，サ
ンチョはこの時点で，金銭や食欲に関することでなく
とも主人に絶大な賛辞を送っている．従って，サンチョ
は「金銭的な面では特に」主人の騎士道物語に関する
妄想に肩入れをして漁夫の利を得るが，金銭とは無関
係の場合でも主人のことを信じる気になっているので
ある．
前篇第19章では，サンチョが主人に対して「通り名」
を与えることによって，積極的にドン・キホーテの騎
士道物語の世界に介入している．それに続く前篇第22
章では，サンチョは実際的行動（暴力ないしは破壊活
動）によって主人の妄想に加担する．サンチョは，ヒ
ネス・デ・パサモンテを首領とする漕刑囚を解放する
ドン・キホーテの手助けをする（p.28）．常識的に考
えれば，犯罪者を解放するという行為自体が立派に犯
罪行為である．サンチョは自警団組織である聖同胞会
（「聖兄弟団」とも）の介入を恐れて始終びくびくして
いるのだが，その元凶を作っているドン・キホーテの
「悪行」に自ら手を貸しているのならば自業自得である．
2.4　狂気の中に生きる魔法
サンチョがドン・キホーテとともに遍歴の旅に出発
した時には，セルバンテスは恐らく「サンチョは現実
主義的で私利私欲の塊，金銭のことには盲目的」とい
う設定を想定していただろう．だが，その構図は既に
前篇の初期で崩れ，サンチョはドン・キホーテの狂気
に蝕まれていくことになる．前篇第17章で傷だらけの
2 人は旅籠（ドン・キホーテにとっては城）に宿泊し，
伝説のフィエブラスの霊薬を飲むという治療（蛮行？）
に及ぶ．ここでのサンチョは，風車の冒険では一笑に
付していた主人の「魔法」にすっかり捉われている
（p.296及びp.298-9）．
場面は変わって前篇第45章（p.245），虜囚を解放し
たドン・キホーテ主従は聖同胞会の捕吏に指名手配さ
れて宿屋で一悶着を起こすが，その時もサンチョは「魔
法」に捉われた事実認識をする．ここでのサンチョは
魔法を信じるだけでなく，単なる宿屋が城に見えると
いうドン・キホーテの精神世界そのものにまでシンク
ロしている．自分がいるところを宿屋ではなく「この
城」などと言っていることからも，狂気の度合いが進
んでいることが分かる．前篇第52章でも，聖職者に打
擲されそうなドン・キホーテをサンチョが「魔法」と
いうキーワードを使って庇うシーンがある（p.357）．
サンチョがしきりに連発する「魔法」という単語は，
明らかに（部分的にはドン・キホーテの影響によって）
自身が狂気に陥ったことを暗示している．だが，17世
紀のスペインにおいて，魔法が非科学的，即ち科学と
相反するものであると考えるのは早計である．歴史的
には錬金術や占星術が政治を動かすほどの圧倒的な影
響力を誇っていたし，特にトレドやサラマンカで発展
した魔法や魔術の諸理論・諸体系は，人々の生活や宗
教的儀式を語る上で無視できない．そもそも厳密な意
味での科学的方法論が確立されたのは近代まで待たな
ければならず，17世紀の科学や学問は特にキリスト教
などの宗教に代表される「非科学的」分野にかなり準
拠したと見てよい．
それでも，魔法によって風車が巨人になったり，旅
籠が城に変身するという「合理的」説明は一般の人々
には受け入れられなかった．だからこそ読者は優越感
とともにドン・キホーテの狂気によって織り成される
様々な事件を楽しむことができた．つまり，ここでサ
ンチョが「魔法」を強弁することによって（特に前篇
における意味での）サンチョがドン・キホーテ的，即
ち狂人的な存在であると考えられる．
2.5　サンチョの狂気と正気が揺れ動く狭間
サンチョの「ドン・キホーテ化」は前篇第32章で更
に顕著になる．司祭や宿の主人が遍歴の騎士について
散々にこき下ろすのを聞いて，サンチョが動揺する．
＜こうした会話の最中に部屋に入ってきたサンチョ
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は、遍歴の騎士など今では時代遅れであり、騎士道物
語など、どれもこれもばかげた嘘っぱちにすぎないと
言っているのを聞いてすっかりうろたえ、不安にから
れて考えこんでしまった。（p.303-4）＞
今まで論じたように，サンチョはかなりの部分でド
ン・キホーテにシンクロしている．とは言え，それで
も風車の冒険での振る舞いや，単なる売笑婦を貴婦人
のように扱うことから，主人を気のふれた人物だと認
識している箇所もあった．ところが，この時点でのサ
ンチョは騎士道物語への接し方さえもがドン・キホー
テ化している．ここで注意すべきは，魔法や騎士道物
語という，言わばドン・キホーテの専売特許であった
諸々の要素が，既に従者であるサンチョにまで浸透し
ているということである．
ところが，完全にサンチョがドン・キホーテ的な意
味で狂っているかというと，そうでないことを匂わす
箇所もある．なるほど確かにサンチョは狂っていても，
前篇では「ドン・キホーテ」ほどではないのだ．前篇
第46章で，ドン・キホーテを檻に閉じ込めて故郷まで
運ぼうとする「治療者」たちを見た時のサンチョは注
目に値する．
＜その場にいあわせた者のうち、ひとりサンチョだけ
がいつもと同じ格好で、いつもと同じ判断をくだしてい
た。なるほど彼は主人と同じ病いを共有する一歩手前に
いたものの、その時はあの異形の連中が誰たちであるの
かをちゃんと見抜いていたのである。（p.261）＞
このサンチョの正常な判断をどう解釈すればいいの
だろうか．第一に考えられるのは，ここまで考察して
きたように，前篇におけるサンチョは狂ってはいるも
ののドン・キホーテほどではないということである．
次に，このやり取りから金銭的な利害関係は全く生
じない．既に見たように，サンチョの狂気はお金のこ
とになると守銭奴よろしく（ほぼ必ず）発動する．し
かし，金銭や権力とは全く関係のない事柄に対しては，
常に狂気に突き動かされるとは限らない．
最後に考えられるのは，サンチョの主人ドン・キホー
テに対する愛情である（ 4 節参照）．床屋や司祭たち
の荒療治は，方法は何であれ，少なくともドン・キホー
テのためを思ってのことである．彼らは，それが周り
の人々や社会に益をもたらすか害をもたらすかは別に
して，ドン・キホーテの狂気をとにかく治したいのだ．
つまり，治療と称する様々な悪ふざけは，床屋や司祭
のドン・キホーテに対する愛情の表れの一部である．
サンチョはドン・キホーテのことを尊敬し，愛してい
たからこそ，ドン・キホーテの身を案じている床屋や
司祭により肩入れする．それゆえ，ドン・キホーテへ
の愛情のシンボルとも言うべき狂気のシンクロ，即ち
サンチョの狂気は発動せず，冷静にありのままに物事
を見ることができたと考えられる．
ここで観察したサンチョの意識の混濁は，続く前篇
第47章で明らかになる．ドン・キホーテを収監して護
送する司祭や捕吏たちに対するサンチョの台詞である．
＜「御主人は分別もちゃんとしてるし、みんなと同
じように飲み食いもすれば、檻の中に入れられる前に、
きのうやりなさったように、用だって足しなさる。こ
れでもなお魔法にかかっているだなんて、どうやって
おいらに信じこませるつもりかね？」（p.278）＞
＜「ああ司祭様、司祭様よ！　おいらがお前様に気
づいてねえとでも思っていなさったかね？　それに、こ
の新手の魔法が何をねらったものか、おいらが気づきも
見抜きもしていねえと思っていなさるのかね？　いいで
すかい、いくら顔を隠したところでお前様だってこたあ
分かるし、いくらごまかそうとしたって、お前様のもく
ろみは分かっているんですからね。」（p.278）＞
＜「ああ、いまいましい！　司祭様が余分な口出し
さえしなかったら、今ごろはもう、おいらの御主人は
王女のミコミコーナ様と結婚しておいでで、おいら
だって少なく見つもっても伯爵にはなってたはずだか
らね。」（p.278-9）＞
最初の台詞では，直前まで「魔法だ，魔法だ」と騒
いでいたサンチョが，主人のドン・キホーテが檻に入
れられるという醜態を晒しているのを見て，言下に魔
法を否定してみせる．自分の愛する主人が窮地に陥る
時は，サンチョは極めて冷静に物事に対処し，狂気に
犯されることもない．ただ，司祭や捕吏の陰謀までも
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見通せるほど「頭脳明晰」というわけでもない．主人
への愛がサンチョの眼を曇らせているのである．
次の台詞でも，変装した司祭を鋭く見破り，現実を
ありのままに見る「現実主義的なサンチョ」が表出す
る．ところが最後の台詞を見ると，サンチョはそれで
も伯爵になるという権力欲に由来する妄想から脱し切
れていないことが分かる．その証拠に，サンチョの演
説を聞いていた床屋はサンチョが狂っていることを以
下のように示唆する．
＜「どうやら、サンチョ、あんたも御主人と同じ宗
旨のようだね。わしは誓ってもいいが、あんたも檻の
中で御主人のお相手をする必要があると思いはじめた
よ。」（p.279）＞
しかし，サンチョは返す刀で床屋に対しても牙を向
けるのである（p.280）．
魔法を否定し，現実を直視し，司祭の変装や企みを
見破れる力と論理的思考を持つサンチョも，やはり金
銭欲の前では無力なのだ．正に正常と狂気の混濁であ
る．そして，最早金銭欲だけでなく，ドン・キホーテ
への愛情も狂気の引き金となる．
2.6　前篇でのサンチョの狂気の特徴 -小結
前篇のサンチョを「現実主義者」と見なす論考は豊
穣に存在する．だが，ここまでの考察で，サンチョは
ドン・キホーテほどまでとはいかなくとも，十分に「狂
気に犯されている」ことが分かった．サンチョの狂気
の特徴は，畢竟，①権力や金銭に関することになると
発動する，②そうでない場合でも，徐々にドン・キホー
テ的な考え方（≒騎士道物語的な考え方）をすること
で，主人とシンクロして生じる，③それは主人である
ドン・キホーテを思いやる気持ちが引き金になること
が多い，とまとめられる．
続いて「サンチョのドン・キホーテ化」の真骨頂で
ある，後篇におけるサンチョの振る舞いを見よう．
3 .　騎士道物語に犯される後篇のサンチョ
後篇でサンチョ・パンサが「ドン・キホーテ化」,
即ち狂気に陥るという構図は至る所で指摘されている
（例えばMadariaga（1935:  第 8 章），古家（2005）他
を参照）．では，具体的にどのようにサンチョが「ドン・
キホーテ化」するのかを見てみよう．
3.1　前篇と変わらぬサンチョの狂気
2 節で見たように，サンチョは前篇の時点で既に狂
人であるが，それは後篇に入っても変わらない．後篇
第2章で，治療者である司祭と床屋から，早々にサン
チョは狂人の烙印を押されている．
＜「それにしても司祭さん、騎士の乱心ぶりもさる
ことながら、あの従士のおめでたさにはなおさら驚か
されますな．」（p.48）＞
ドン・キホーテ主従は 2 回目の旅から帰ってきたと
ころであり，この時点で既にサンチョは「ドン・キホー
テよりもなおさら驚かされる」ほどの狂態を演じると
思われている．後篇が始まってからまだサンチョは登
場してもいないのに，この言われようである．このこ
とは，前篇で既にサンチョは狂人と見なされていたこ
とを裏付けていると同時に，後篇におけるサンチョの
狂態を読者に予言する効果も担っている．
前篇でもサンチョがドン・キホーテ並に狂っている
のは前述した通りだが（ 2 節参照），その狂気は後篇
にも受け継がれていることが後篇第14章でも分かる．
≪鏡の騎士≫こと学士サンソン・カラスコを打ち負か
した時の主従の当惑である．
＜しかし、魔法使いたちが≪鏡の騎士≫を学士カラス
コの姿に変えてしまったのだという主人の言葉が、サン
チョの心を強くとらえていたので、彼は自分の目が見て
いる事実をどうしても信じきることができなかった。要
するに、ドン・キホーテ主従は二人ながら、同じ錯誤か
ら抜け出せないでいたのである。（p.240-1）＞
この言は，「ドン・キホーテが騎士道物語に準拠し
た狂気的な言葉を述べる」→「サンチョがそれに影響
される（サンチョのドン・キホーテ化）」→「同じ錯
誤（狂気）にはまり込む」という図式として表される．
「魔法」が前篇から引き続いてサンチョに影響を与
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えていることは，後篇第17章（p.270）で兜の中に入
れた凝固乳に気づかずにドン・キホーテがその兜をか
ぶってしまうシーンにも見られる．顔中凝固乳まみれ
になったドン・キホーテがサンチョを叱り飛ばした時
に，彼は「悠揚たる物腰で，空とぼけながら」平然と
「魔法使い」という語を使って言い訳を試みる．ここ
でも，現実の凝固乳を凝固乳と認識する「現実主義的
ドン・キホーテ」と，魔法に固執する「理想主義的サ
ンチョ・パンサ」という構図が見て取れる．
この構図はより徹底されていき，遂には「魔法」と
いうキーワードで自分がドン・キホーテに対して仕掛
けた罠に，サンチョ自身がはまってしまう．後篇56章
では，先の≪鏡の騎士≫が学士サンソン・カラスコに
変身したことや，ドゥルシネーアが醜い百姓娘に変貌
してしまったことに対して当惑するサンチョが見られ
る．
＜「先だっても、御主人が≪鏡の騎士≫と呼ばれる
騎士をやっつけなさったところ、それがとたんに、わ
しらの村の、わしらの大の仲よしの学士サンソン・カ
ラスコの姿に変えられちまったし、わしのお仕えする
ドゥルシネーア・デル・トボーソ姫も、下卑た百姓娘
に変身させられちまいましたからね。」（p.124）＞
サンソン・カラスコが≪鏡の騎士≫と同一人物であ
ることをサンチョが知らないのは無理なからぬことか
もしれない．だが，ドゥルシネーアが百姓娘に変わっ
てしまったと嘘をついてドン・キホーテに信じ込ませ
たのは，他ならぬサンチョである（後篇第10章）．と
ころが，ここでは自分がついた嘘を自分で信じて，そ
してそれを魔法使いのせいにするのである．まさに「ミ
イラ取りがミイラ」になっている．
後篇でのサンチョの狂気はとどまることを知らず，
遂には主人であるドン・キホーテよりも狂っていると
の烙印すら押される．後篇第32章において，サンチョ
の演説を聞いた後の公爵夫人の心象である．
＜そして夫人の見るところ、サンチョはその主人よ
りもいっそう滑稽で、いっそう気のふれた人物であっ
たが、当時、彼女と同じような見解をとる者は大勢い
たのである。（p.135）＞
後篇第33章（p.160）や後篇第34章でも公爵夫人は
同様の感想を漏らしている（p.174-5）．
ところが，サンチョはモンテシーノスの洞穴の冒険
後の後篇第23章において，ドン・キホーテが洞窟で起
こった一部始終を話すのを聞いて，一見奇妙な言動を
取る．
＜サンチョ・パンサは、主人がこう話すのを聞くと、
あまりのおかしさに、頭が変になるのではないか、笑
い死にするのではないかと思った。サンチョ自身が
ドゥルシネーアを魔法にかけた張本人であり、偽魔法
の仕掛け人であって、事の真相をよく知っていたから
である。（p.405-6）＞
サンチョは「魔法」という概念を用いて，ドン・キ
ホーテさながらに自らの理想に当てはめるべく現実を
解釈する程に「狂っていた」はずである．ところがドゥ
ルシネーアの件に関しては「自らが仕掛け人であった」
という現実をありのままに認識している．だが，この
サンチョの内面描写で「現実主義的サンチョ・パンサ」
に戻りかけたと読者が錯覚しそうになった瞬間に，セ
ルバンテスはそうした読者の浮薄に冷や水を浴びせる
かのようにこう続ける．
＜ついに彼は、もはや何の疑いもなく、主人が本当に
正気を失い、正真正銘の狂人になってしまったものと思
いこみ、主人にこんなことを言った―（p.406）＞
ドン・キホーテが狂っているのは，前篇でサンチョ
は身をもって知っているはずである．実際，何度もサ
ンチョは自らの主人のことを狂人呼ばわりしていた．
だとしたら，ここで改めて「主人が正真正銘の狂人に
なった」と思い込む必要はないだろう．
後篇第30章でも，サンチョは同じように主人の「狂
気」を今更ながらに再認識する．公爵夫人に出会う前，
魔法の小船の冒険が不首尾に終わってしょげ返る主従
の描写である．
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＜なるほど彼は愚か者ではあったが、それでも主人
のやることなすことが、すべてとはいわないまでもそ
の大部分が、常軌を逸しているということを、ちゃん
と見抜いていたからである。（p.95）＞
ここで観察した 2 つのサンチョの心理は，恐らく以
下のようなものだろう．即ち，サンチョは，最初はド
ン・キホーテを狂人と認識していた．ところが，揺れ
動くサンチョの正気と狂気で，サンチョは主人が狂人
かどうか分からなくなった．そのうちにサンチョは騎
士道物語の理想形を根底に持つ狂人になり（≒ドン・
キホーテ化），その狂った頭で主人を狂人と再確認し
たのである．この再確認のためには，サンチョは主人
と出会う前の，ドン・キホーテのことを何一つ知らな
い状態にまで戻る必要がある．そのために，彼は冒険
に出発した時の自らの姿である「おのれの出世」を考
える「愚か者」にならなければならなかった．前篇の
サンチョそのままの「物欲にかられた愚か者」である．
3.2　「騎士道物語」へと傾倒していく狂気
実際にサンチョがドン・キホーテ的な狂気の一端を
見せるのは，後篇第4章における学士サンソン・カラ
スコとの対話においてである．
＜「まあ、おいらにはっきり言えることは、もし御
主人がおいらの忠告を受け入れていなすったら、今ご
ろわしら二人はどこか野原を歩きまわりながら、立派
な遍歴の騎士の習いに従って、はずかしめを受けた者
の屈辱を晴らしたり、曲がったものをまっすぐにした
りしているはずだってことだね。」（p.80-1）＞
あたかもドン・キホーテから発せられそうなこの台
詞は，従者サンチョからのものである．この言の意図
するところは，「サンチョの忠告に従えば，ドン・キホー
テ主従は立派な遍歴の騎士になれる」という，狂気的
な思考に立脚している．この発言はそのすぐ後に続く，
ロシナンテのいななきに対するドン・キホーテの弱々
しい態度と好対照を成している．前篇までのドン・キ
ホーテならば，愛馬ロシナンテがいななこうものなら，
すわ冒険であると一散に槍をつかんで即座に飛び出し
ていったことだろう．だが，ドン・キホーテは愛馬の
いななきを単に「幸運の前触れ」としか見なさず，し
かも旅立ちを 3 ， 4 日後にしようと心に決めるだけな
のだ．ここでは，サンチョの狂気の増大と，それに比
例するかのようにドン・キホーテの狂気の減退が対蹠
的に配置されている．
「サンチョのドン・キホーテ化」は，このすぐ後の
サンチョの演説にも見られる．
＜「おいらはね、サンソンさん、勇者の誉れなんぞ
欲しかねえ、欲しいのはかつて遍歴の騎士に仕えた最
も忠実で善良な従士という名誉ですよ。」（p.82）＞
注意すべきは，前篇におけるドン・キホーテが「立
派な遍歴の騎士」ではなかったように，サンチョが「忠
実で善良な従士」であったことはないということであ
る．成程確かに，サンチョはドン・キホーテに絶大な
尊敬と愛情を抱いてはいる．だが，その行動ときたら，
主人であるドン・キホーテに口答えはする，戦利品を
勝手に独り占めにする，挙句の果てに周りの人々から
嘲笑や嘲りを浴びせられ，主人と共に袋叩きにされて
いるだけなのである．思い込みの激しさは前篇のドン・
キホーテ並なのだ．
更に注目すべきはサンチョが「名誉」に言及してい
ることである．戦利品を掠め取り，略奪する従士が名
誉に値するはずはないのだが，サンチョはドン・キホー
テが前篇で散々繰り返し発言した「名誉」を追い求め
るのである．もっとも，こうした言及が「島」を追い
求める物欲に起因するところに変わりはない．この変
わりようは，サンソン・カラスコをして，
＜「兄弟のサンチョよ」と、カラスコがひきとった、
「あんたはまるで大学教授のような弁舌をふるうんだ
ね。」（p.83）＞
と言わしめ，驚嘆させるほどである．後篇第 7 章
（p.126-7）でも学士サンソン・カラスコがサンチョの
弁舌に驚嘆している．
これまで弁舌巧みだったのは主人のドン・キホーテ
であって，サンチョはどちらかというと愚鈍な役割に
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甘んじていた．現に，既に指摘したように，前篇第 7
章でサンチョは「ちょっとばかり脳味噌の足りない男」
（p.134）と紹介されている．それが後篇では「鈍牛」
なのはドン・キホーテであり，サンチョは「頭脳明晰
な狂人」の役割を演じるのである．
サンチョは遍歴の旅に出ることが楽しみで仕方がな
い．後篇第 5 章で旅立ちを妻のテレサ・パンサに告げ
るサンチョの口調は軽やかである．
＜「おいらがうきうきしているのは、もう一度ドン・
キホーテの旦那にお仕えする決心をしたからだよ、旦
那がこれで三度目だが、また冒険さがしの旅に出かけ
るっていうんでね。」（p.88）＞
＜「だってわしらは別に他人様の祝言に招ばれてい
くわけじゃねえ。それどころか諸国を遍歴して巨人や
怖気をふるうような妖怪変化と丁々発止とわたりあ
い、弾丸や矢がうなりをあげて飛びかう音、馬のいな
なき、猛獣の吠え声などを聞きにいくんだからな。」
（p.89）＞
サンチョは単に金目のもの目当ての旅だから心躍ら
せているわけではない．冒険の興奮が彼を楽しませて
いるのだ．享楽主義的で食欲や物欲ばかりが前面に押
し出されていた前篇とは違い，「祝言」に行くわけで
はないと断言している．正に騎士道物語における騎士
（ないしは忠実な従士）の禁欲的な姿勢の体現である．
金銭欲だけに突き動かされる前篇とは異なり，忠実
な従士としての名を残したいという彼の台詞は，後篇
第37章の公爵夫妻とのやり取りでも出現する．
＜「だって礼儀作法ということに関しちゃ、世界中
で最も丁重にしてしつけの正しい騎士であるお前様の
学校で、儀礼の掟をしっかり学んだ従士として、おい
らにはその資格があるからね。」（p.225）＞
そして，サンチョは遂に自分の理想（ここでは物欲
ではなく騎士道物語の世界）に合うように現実を捻じ
曲げる．後篇第63章におけるガレー船の冒険において
である．
＜サンチョは無数の赤い脚（彼は櫂を船の脚とみな
したのである）が、いっせいに動くのを見て、こう独
りごちた―（p.258）＞
ガレー船の櫂が「船の脚」に見えるサンチョは，最
早騎士道物語の理想にどっぷりと浸かっている．後篇
第70章で公爵夫妻が「アルティシドーラの生き返り」
という悪ふざけをサンチョに仕掛けた時も，
＜「今やっとおいらにも、この世に魔法使いだの魔
法だのというものがあるって事が、ありありと、はっ
きりとしてきましたよ。」（p.348）＞
と，今更ながらサンチョは魔法の存在をしっかりと
かみ締める．
3.3　サンチョのドン・キホーテへの同化
サンチョがドン・キホーテ化する更なる決定的な台
詞は後篇第10章で飛び出す．
＜「おいらの主人は、どこから見ても頭がひどく狂っ
ているけど、おいらだっておさおさ引けを取るもん
じゃねえ。」（p.159-60）＞
また，後篇第36章で島の統治に当たっているサン
チョが，妻テレサ・パンサに送った書簡の中にも同様
の記述がある．
＜御主人のドン・キホーテ様は、当地でのもっぱら
の噂によれば、正気の狂人にして機知に富んだばか者
ちゅうことにて、わしもその点では、御主人におさお
さひけをとらぬらしい。（p.211-2）＞
これらはあたかも「ドン・キホーテ佯狂説」（牛島
（1989））ならぬ「サンチョ・パンサ佯狂説」を髣髴と
させる発言である．この台詞の字面だけを見るならば，
ドン・キホーテは狂っているけれど，サンチョも狂っ
ていることになる．そしてサンチョは主人と「どれだ
け狂っているか比べ」をしていることになる．だが， 
本当の狂人はそんなことはしないだろう．だからと
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言って，正常な人間が自分のことを「狂人」呼ばわり
することもあまりない．ここで「ドン・キホーテ＝サ
ンチョ・パンサ佯狂説」は，「狂人のふりをする人は
狂人なのか」という，トートロジー的なパラドックス
に陥ることになる．
更に，サンチョの言に「らしい」という留保条件が
ついていることにも注目したい．原文を見よう.
Don Quijote，mi amo，según he oído decir en esta 
tierra，es un loco cuerdo y un mentecato gracioso，
y que yo no le voy en zaga.
Cervantes（1997: 833）
この文は，①「おさおさひけをとらぬ」と思ってい
るのがサンチョ自身ということ，②「おさおさひけを
とらぬ」と当地の噂になっていること，の 2 つの解釈
が可能である．①ならばサンチョは「自身を狂人であ
る」と述べており，彼が真の狂人である可能性は低く
なる．ここでは，彼の「ドン・キホーテへの愛」ゆえ
に，主人と同化しシンクロしたいという願望が伺える
（4節参照）．②ならば，世間が「彼を狂人である」と
判断していることになり，第三者の客観的な視点から
見ると「サンチョが狂人である」可能性が高い．これ
もまた，主人への同化によってもたらされた世間一般
のサンチョに対する評価ということになる．
①ならばサンチョは「（愛ゆえに）奇特な人」であり，
②ならば「（準）狂人」であり，いずれにせよ一般的
に考えてまともではない．
「サンチョのドン・キホーテ化」とは，単にサンチョ
が理想主義になる，即ち，後篇のサンチョが前篇のド
ン・キホーテと同じような狂乱的な振る舞いをするこ
とだけを意味するのではない．狂気の面を含めて，そ
の思考や言動までもサンチョがあたかも「乗り移られ
た」かのようにドン・キホーテに似てくるのだ．その
象徴的な場面が後篇第12章に現れる．ドン・キホーテ
とサンチョが仲良く夕食をともにしながら会話をした
時のやり取りである．ドン・キホーテはサンチョの博
識さに舌を巻く．
＜「サンチョよ、お前は日ごとに」と、ドン・キホー
テが言った。「愚かではなくなり、次第に賢明になっ
ていくぞ。」
「ええ、そりゃ旦那様の思慮分別がいくらかおいら
にのり移ったからですよ」と、サンチョが答えた。「も
ともと不毛な乾いた土地でも、肥料をくれて耕してれ
ば、そのうちによい収穫をもたらすようになるもんで
す。つまりおいらの言いたいのは、お前様との会話が、
おいらのかちかちに干からびた脳味噌というやせ地に
まかれた肥料であり、おいらがお前様にお仕えし、お
供するようになってからの時間が、その耕作であっ
たってことですよ。」（p.192）＞
後篇のサンチョが前篇のドン・キホーテから受け継
いだのは，狂気だけでなく賢明さでもあった．それの
みならず，器質的な特徴まで受け継いでいるとサン
チョは暗に主張する．元々「かちかちに干からびた脳
味噌」を持っていたのは，ドン・キホーテだったはず
である（前篇第1章で騎士道物語を読みすぎて「脳味
噌が干からびた」という記述がある）．ところが，後
篇第12章で，サンチョもまた「干からびた脳味噌」を
持っていたことが判明する．違いはと言えば，そのきっ
かけがドン・キホーテの場合は作品中で明確に描写さ
れているのに対し，サンチョは（生得的かどうかは不
明だが）いつの間にか「脳味噌が干からびていた」と
いうだけである．
サンチョのドン・キホーテへの同化願望は後篇第32
章で公爵夫妻から念願の島の統治権を授けられた時に
も明らかになる．
＜「つまり、おいらは立派な主人と近づきになり、
もう何ヶ月も前から主人のお供をして歩きまわってる
んだから、神様の思し召しさえありゃ、いずれおいら
も主人のような人間になれるはずさね。」（p.130-1）＞
前篇でドン・キホーテを散々狂人扱いしてきたサン
チョが，後篇では愛が原因で主人と同じようにまでな
りたいと切望するのである（ 4 節参照）．この願望が「サ
ンチョのドン・キホーテ化」の主たる原動力と言える
だろう．
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3.4　ドン・キホーテの臨終でのサンチョの狂気
後篇第74章でドン・キホーテが病床に就いた後，サ
ンチョは主人の傍を離れず，遺言を聞く段になると号
泣する．これは明らかにサンチョのドン・キホーテへ
の愛情の表れであるが，この期に及んでも彼は主人を
「誇り高い立派な遍歴の騎士」として扱っている．
＜「そんなにぐったりしてねえでベッドから起きあ
がり、前に話しあったとおり、羊飼いの格好をして野
原に出かけようじゃありませんか。そうすりゃあ、魔
法を解かれた、それはそれは美しくて豪勢なドゥルシ
ネーア姫が、どっかの草むらからひょっこり姿を現さ
ねえとも限らねえよ。」（p.407-8）＞
サンチョは主人の死の直前でも相変わらずドゥルシ
ネーアや魔法と言ったことを喚き立てるのだが，それ
はドン・キホーテへの愛情に因るものだろう．この意
味で，ドン・キホーテの臨終で見られるサンチョの狂
気は金銭欲だけが原因ではない．だが，物欲がまだサ
ンチョの心から完全に離れているというわけでもな
い．その証拠に，主人が生死の境を彷徨っているとい
うのに，サンチョを含めたドン・キホーテの取り巻き
連中はいそいそとしている．
＜もっとも、それでも姪はよく食べ、家政婦はきこし
めし、サンチョ・パンサはどことなくうれしそうにして
いた。何か遺産を譲り受けるという喜びは、死者を思い
やって人が感じる、ごく自然な悲しみをやわらげたり、
かき消したりするものだからである。（p.411）＞
ごく一般的な見解として，仮に親しい人が死の床に
あったとしても，覚悟さえ決めれば彼の「死後」のこ
とを考えるだろう（長年病に苦しんだ人物が亡くなっ
た時のことを想像してみるとよい）．上の言によって，
「死には常に解放感が付き纏い，それゆえ安堵をもた
らすもの」という認識を『ドン・キホーテ』からも読
み取ることができる．
そして，解放感こそがサンチョをして嬉しそうにさ
せている要素でもある．解放感から喜びを感じること
は，人が持つ極自然の反応であり，このことからもサ
ンチョは完璧に狂気に陥っているわけではないことが
分かる．サンチョは最後（後篇第74章）では，後篇で
見られた「ドン・キホーテを愛し，騎士道物語の理想
を体現する」姿勢と，前篇で見られた「金銭欲にまみ
れた狂気的な守銭奴」という役割を同時に担うことに
なる．
4 .　サンチョ・パンサのドン・キホーテへの愛
ここまでの議論を踏まえると，サンチョは，①現実
主義的な思考回路に基づく行動，②物欲に駆られたが
ゆえの狂気，③主人ドン・キホーテへの愛，に従って
行動していることになる．これは，牛島（1989: 183-
200）のサンチョの行動パターンの分類，即ち，①「はっ
きりと現実を見据えている場合」，②「エゴイズム
（egoism）」，③「アルトゥルイズム（altruism）」（他
者主義）の 3 つにほぼ対応する．ここでは③に的を絞っ
て検討する．サンチョはエゴイズムを超越してアル
トゥルイズムの領域にまで踏み込んだとする解釈も可
能であるが，ここでは純粋にサンチョがドン・キホー
テを愛していたと措定する．
その兆候は，前篇第20章でドン・キホーテがあばら
家での冒険に挑む際に現れている．不気味な物音に尻
込みするサンチョに，ドン・キホーテが「もしも冒険
で死んだら従士としての給金を与える」と声をかけ，
サンチョが感動する．
＜サンチョは善良な主人の情のこもった、悲しげな言
葉を聞くと、またしても涙を新たにし、このたびの一件
の最後まで、その決着がつくまで、主人を見捨てるよう
なことはすまいと心に決めたのである．（p.375）＞
もっとも，この心情にはいくつかの留保条件がつく．
まず，サンチョは本当に私利私欲なく主人を愛してい
たわけではない．サンチョは，ドン・キホーテが金銭
に関する保障をしたから愛情めいた感情を抱いただけ
であって，彼の物欲は未だに健在である．また「この
たびの一件」と表現されているように，一生ドン・キ
ホーテについていこうと決めたわけではなく，あくま
であばら家での不気味な物音の冒険だけに限ってい
る．実際にこの物音の正体が毛織物をあつらうための
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木槌の音だと知って，馬鹿笑いしているサンチョに，
ドン・キホーテは怒って槍で二度も叩いている．
サンチョが示すドン・キホーテへの愛情は，前篇第
52章にも現れている．ドン・キホーテは治療者たる床
屋と司祭の術中にはまって檻に閉じ込められるのだ
が，その帰路に白装束の苦行者の一行と出会う．例に
よって騎士道物語の狂気を発動させて攻撃するドン・
キホーテが，逆に返り討ちにあうのを見て，サンチョ
が「魔法」という語を用いて庇う．
＜…これは魔法にかかった哀れな騎士で、生まれてこ
の方、誰にも悪いことなど一度もしたことのない人だか
ら、どうかもう打たないでくれろと頼んだ。（p.357）＞
今まで危険なことがあると一目散に逃走していた現
金なサンチョが，ここでは主人を痛めつける相手に懇
願して許しを請う．このような行為は愛情なくしては
できないだろう．牛島（1989: 192-3）は，この行動か
らサンチョを「重層的人物サンチョ・パンサ」と呼ぶ．
最初はエゴイズムから出発していたサンチョが，徐々
にアルトゥルイズムに傾倒していくのだ．この区別は
閾的・絶対的なものではなく，段階的でグラデーショ
ンを成しているので，サンチョは物欲に駆られたエゴ
イズムと共存するアルトゥルイズムを持っていると言
うことができる．
ドン・キホーテへのサンチョの愛情は，後篇に入る
と途端に顕著になる．これは「サンチョのドン・キホー
テ化」とも密接に関連するが，サンチョは愛情ゆえに
自 己 を ド ン・ キ ホ ー テ に 投 影 し，「 投 影 同 一 化
（projective  indefinication）」する．理想主義的・狂気
的なサンチョが後篇において目立つのは，愛情ゆえの
ドン・キホーテとの同一化に因るところが大きい．
その片鱗は，例えば後篇第7章で，主人が自分を連
れずに遍歴の旅に出てしまうのではないかと不安に
思ったり（p.123），後篇第13章（p.212-3）における
≪森の従士≫との対話の中で，ドン・キホーテを褒め
ちぎり，好意を示すことにも現われている．
サンチョも他の中心的な登場人物と同じく，ドン・
キホーテを愚弄し，嘲笑し，慰みものにするが，狂気
に陥ったドン・キホーテを誇りにもし，愛してもいる
ところが他の人々とは決定的に異なる．ドン・キホー
テの臨終の場面でも，その愛情は如何なく発揮されて
いる．この本質的な違いが，特に後篇においてサンチョ
を狂気に走らせる原因となる．
5 .　全篇を通して狂気的なサンチョ -結論
以上，後篇だけでなく前篇においても「サンチョの
狂気」が見て取れたと思うが，注意すべきことは，サ
ンチョはドン・キホーテと違って物語の最後でも「正
気に戻る」ことがないことである．つまり，ドン・キ
ホーテが臨終において正気に戻ったのとは対照的に，
サンチョは徹頭徹尾「狂気に陥っている」のだ．
「狂気」と「正気からの逸脱」，そしてサンチョの「脳
味噌が足りない」状態を峻別するのは難しいが，少な
くともここでの「狂気」は辞書的定義である「常軌を
逸した精神状態」（『大辞林第三版』）と同義ではない．
前篇のドン・キホーテ及び後篇のサンチョの「狂気」は，
insaniaではなくプラトン的な「創造的狂気」「天才的
狂気」に近い．一方，「脳味噌が足りない」状態の前
篇のサンチョは，プラトン的な狂気ではなく，あくま
で「通常の意味での（弱い）狂気」に犯されている（18
世紀以前の解釈がサンチョを現実主義と誤読した理由
はここにあろう）．勿論この 2 つの狂気は本質的に同
じものではないが，かと言って厳密な境界線で区切ら
れる類のものではない．つまり，前篇のサンチョの「狂
気」と後篇のそれとは別個に捉えるべきであるが，程
度の差こそあれ一般的に見たら，その行為は「狂気的」
なのである（Unamuno（1938）は狂気と愚行を一緒
くたにしないようにと戒めてはいるが，区別のための
判断基準は示していない）．
サンチョの狂気の引き金はドン・キホーテほど明示
的ではないが，前篇では主に物理的・経済的・金銭的
な欲求（物欲），後篇ではそれに加えて主人であるドン・
キホーテへの愛情と自己同一化（サンチョのドン・キ
ホーテ化）による騎士道物語的な理想が主な要因であ
ろう．勿論，これらの要素は絶対的なものではなく相
対的なものである．サンチョが前篇において現実主義
的と呼ばれるのは，ひとえに読者をはじめとする世俗
の人間が，物欲に対しては多かれ少なかれサンチョ的
な性質を持っているからである．
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前篇ではサンチョは愚直なまでに現金主義的である
がゆえに狂気に陥った．そして，後篇では愛する対象
との同一化によって騎士道物語理想主義を取り入れて
狂気を継続しているのである．
注
1 　この関係をMadariaga（1935）は「サンチョのドン・
キホーテ化」（第8章）と「ドン・キホーテのサンチョ化」
（第 9 章）と呼んでいる．
2 　清水（2005: 103）は続けて，コバルビアス（Sebastián 
de Covarrubias: 1539-1613）の辞書『カスティーリャ語
即ちスペイン語宝典（Tesoro de la lengua castellana o 
española）』（1611）の「島」の項には「四方とも隣接し
た家がない家のことも『島』と呼ぶ」の記述があると
指摘する．即ち，サンチョが後篇で「陸の中にある島」
を手に入れたとしても，それは当時の人の常識である
「島は海の中にあるもの」という理解が無効化される，
と述べる．これは「当時の国語学者」（17世紀初頭のコ
バルビアス）だけでなく，現在の日本語（及びスペイ
ン語）の用語としても適切であるという点で，サンチョ
には実は語学的才能があるということになる．現代日
本語でも「島」は内陸の地域を指しうるだろう．小学
館『精選版日本国語大辞典』（2006）の「島」の項目に
も「集落，村落の意」や「ある一区画をなした土地」
とある．
3 　原書の単語はínsulaであるが，前後関係から見てサン
チョの台詞は辻褄が合っている．
4 　本文の訳は牛島信明訳『ドン・キホーテ』（岩波文庫版）
全 6 巻から引用している．誤解を招きかねない箇所に
ついてはページ数の他に巻数を明記し，引用箇所は＜
＞で括る．
5 　例えば当時の経済的に逼迫したスペイン人は，新大
陸（アメリカ大陸）に行って一旗あげようとする風潮
があり，実際，作者セルバンテスも新大陸に行こうと
国王に嘆願書を出している．サンチョがそうした方策
を思いつかなかったとは考えづらい．
6 　こうした 2 人の狂態を見て，周りの人間は治療する
素振りも見せずに笑いものにするという「狂態」を見
せる（p.255）．
7 　「王女（la princesa）」という認識は，明らかに狂った
ドン・キホーテ及びサンチョからの視点である．もし
セルバンテスが意図的に視点を変えたとしたら，彼ら
の心理的内面を措定しているわけではないのに複数の
視線を混在させるという作者の企みが見られる.
8 　牛島（前篇（三）の註（p.382））やリケールの註
（Cervantes（1997: 537））が指摘するように， 2 人の 2
回目の旅は実際には17日間しか経っていない．明らか
に意図的な誇張である.
9 　ここでもサンチョは再び「島（ínsula）」という語を
用いている．この時点でサンチョは旅の出発段階と比
較すると，明らかに「島」の意味が分かっている．だが，
ドン・キホーテがサンチョに「島とは何か」を説明す
るシーンは作品中にはない.
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